
（ 2 ）2 0 2 2  年 （ 令 和  4  年 ）4  月  1 4  日 　 木 曜 日

㈱ 杉 原 建 設
代 表 取 締 役  杉 原 　 美 文

〒 3 0 0 － 0 3 3 1 　 阿 見 町 阿 見 原 4 6 6 6 － 3 0 8 4

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 4 8 3 4

㈲ 飯 塚 工 務 店
代 表 取 締 役  飯 塚 　 久 之

〒 3 0 0 － 0 3 0 1 　 阿 見 町 青 宿 7 5 1 － 2

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 0 1 3 6

㈲ 三 生 工 業
代 表 取 締 役  柳 生 　 文 章
〒 3 0 0 － 0 3 1 1 　 阿 見 町 島 津 1 3 7 5

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 4 3 4 7

㈲ ノ グ チ 工 業
代 表 取 締 役  野 口 　 　 篤

〒 3 0 0 － 1 1 5 3 　 阿 見 町 実 穀 1 6 5 9 － 1

T E L 0 2 9 － 8 4 1 － 3 3 1 8

㈱ 我 見 工 業
代 表 取 締 役  富 山 　 貴 行

〒 3 0 0 － 0 3 3 3 　 阿 見 町 若 栗 3 3 4 5 － 1

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 2 6 2 3

松 浦 建 設 ㈱
代 表 取 締 役  松 浦 　 一 久

㈱ 柏 崎 工 務 店
代 表 取 締 役  柏 崎 　 久 雄

〒 3 0 0 － 1 1 5 2 　 阿 見 町 荒 川 本 郷 1 0 4 0 － 2

T E L 0 2 9 － 8 4 1 － 1 2 3 6

〒 3 0 0 － 0 3 3 1 　 阿 見 町 阿 見 6 0 8 － 3

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 1 7 7 1

㈱ 関 東 住 総
代 表 取 締 役  久 保 谷 　 充

〒 3 0 0 － 0 3 3 1 　 阿 見 町 阿 見 4 9 0 7 － 1 1

T E L 0 2 9 － 8 8 8 － 1 1 3 4

サ ト ウ 工 業 ㈱
代 表 取 締 役  佐 藤 　 　 隆

〒 3 0 0 － 0 3 3 1 　 阿 見 町 阿 見 4 2 8 4 － 7 6

T E L 0 2 9 － 8 8 8 － 1 6 4 0

中 村 興 業 ㈲
代 表 取 締 役  中 村 　 孝 一

〒 3 0 0 － 1 1 5 2 　 阿 見 町 荒 川 本 郷 2 0 6 6 － 2 7

T E L 0 2 9 － 8 4 1 － 3 0 3 8

㈱ マ キ ナ
代 表 取 締 役  大 江 　 信 吾

〒 3 0 5 － 0 0 2 3 　 つ く ば 市 上 ノ 室 3 0 4 4

T E L 0 2 9 － 8 5 7 － 5 9 0 1

㈱ 美 都 住 建
代 表 取 締 役  齋 藤 　 十 郎

〒 3 0 0 － 1 1 5 3 　 阿 見 町 実 穀 1 2 8 3 － 1 0

T E L 0 2 9 － 8 4 2 － 7 1 9 6

㈱ 青 山 建 築 設 計 事 務 所
代 表 取 締 役  青 山 　 立 美

〒 3 0 5 － 0 0 3 3 　 つ く ば 市 東 新 井 1 4 － 3 シ バ ハ シ ビ ル 4 F

T E L 0 2 9 － 8 5 1 － 7 4 3 0

㈲ ミ ー サ ン
代 表 取 締 役  橋 本 　 龍 治

〒 3 0 0 － 0 3 3 2 　 阿 見 町 中 央 6 － 2 0 － 3 3

T E L 0 2 9 － 8 0 2 － 3 3 2 3

㈲ 丸 隆 建 設
代 表 取 締 役  須 藤 　 活 久

〒 3 0 0 － 1 1 5 9 　 阿 見 町 本 郷 2 － 1 6 － 7

T E L 0 2 9 － 8 4 2 － 6 9 8 0

㈲ 久 保 組
代 表 取 締 役  武 塙 　 文 男

〒 3 0 0 － 0 3 3 2 　 阿 見 町 中 央 2 － 1 6 － 9

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 7 4 2 3

大 鵬 電 設 ㈱
代 表 取 締 役  渡 邉 　 雄 大

〒 3 0 0 － 0 3 3 3 　 阿 見 町 若 栗 1 3 6 7 － 3 1

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 4 7 7 6

㈱ 一 心
代 表 取 締 役  武 松 　 忠 男
〒 3 0 0 － 0 3 3 1 　 阿 見 町 阿 見 5 2 4 8

T E L 0 2 9 － 8 8 8 － 0 2 7 0

㈱ 臼 田 設 計
代 表 取 締 役  臼 田 　 恭 士

〒 3 0 0 － 0 8 1 2 　 土 浦 市 下 高 津 1 － 1 9 － 1 0

T E L 0 2 9 － 8 2 4 － 9 7 3 1

社 会 資 本 整 備 を 通 し て 地 域 の 発 展 に 尽 力 致 し ま す 　 　 　 　 阿 見 町 建 設 業 組 合 葵 会

㈱ 大 山 電 機 工 業
代 表 取 締 役  大 山 　 文 男

〒 3 0 0 － 0 3 3 1 　 阿 見 町 阿 見 5 1 8 1 － 2 1

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 6 5 4 1

特 集 ／ 千 葉 繁 阿 見 町 長 2 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

町 民 に 寄 り 添 う 施 策 を 継 続 実 行
～ 持 続 可 能 で 幸 せ な 地 域 づ く り 推 進 ～

る 。　
た だ し 、 単 に 人 口 を 増 や

す の で は な く 、 い か に 子 ども を 増 や す か と い う こ と が重 要 に な っ て く る 。 そ の ため に 第 ２ 子 以 降 の 給 食 費 無償 化 、 第 ３ 子 以 降 の 出 産 祝い 金

2 0万 円 な ど の 施 策 を 展

開 し 、 今 以 上 に 子 育 て 支 援政 策 の 充 実 を 図 っ て い く 。　
■ 子 育 て 支 援 総 合 セ ン

タ ー の 建 設　
子 育 て 世 帯 の 方 の お 話 を

聞 く と 、 育 児 に 対 す る 不 安を 感 じ て い る 方 は 多 い 。 お母 さ ん 方 が 集 い 合 え る 公 共施 設 の 存 在 が 求 め ら れ て いる 。 ま た 、 既 存 の 児 童 館 が老 朽 化 の た め 閉 館 し て しま っ た の で 、 新 た な 児 童 館機 能 も 必 要 に な っ て く る 。　
子 育 て 支 援 総 合 セ ン タ ー

に は 児 童 館 の ほ か 、 情 報 交換 の 場 の 提 供 や 子 育 て の スペ シ ャ リ ス ト の 配 置 、 健 診や 講 座 が で き る よ う な 機 能を 配 備 し た い と 考 え て いる 。　
本 年 度 か ら 計 画 の 策 定 に

入 り 、 そ の 後 に 設 計 を ま と

と 考 え て い る 。　
そ し て 、 Ｊ Ｒ 荒 川 沖 駅 周

辺 の 本 郷 地 区 で 区 画 整 理 が非 常 に う ま く い っ て い る こと も 理 由 の ひ と つ 。　
本 郷 地 区 は 、 か つ て は 町

有 地 が 点 在 し て い て 有 効 な土 地 の 利 活 用 が 難 し か った 。 そ の た め 、 区 画 整 理 事業 で 土 地 を 集 約 し て 道 路 を整 備 し 、 開 発 を 行 っ た 。　
現 在 売 り 出 し て い る １ ７

０ 区 画 が 全 て 売 れ れ ば 、 １世 帯 ３ 人 家 族 と 考 え る と 約５ ０ ０ 人 の 人 口 増 が 見 込 める 。 ま た 、  あ み プ レ ミ ア ム  ・ア ウ ト レ ッ ト が 立 地 す る 阿見 吉 原 地 区 は 、 県 が 区 画 整理 事 業 を 行 い 、 令 和 ３ 年 度で 竣 功 し た 。 ２ ６ ０ ０ 人 の計 画 人 口 の う ち す で に ６ ００ 人 が 入 っ て お り 、 あ と ２０ ０ ０ 人 の 余 裕 が あ る 。 周辺 に は 大 き な 企 業 が 多 数 立地 し て お り 、 バ ス な ど の 公共 交 通 を 充 実 さ せ れ ば 居 住を 希 望 す る 方 は 増 え て い くだ ろ う と 考 え て い る 。 そ うす る と 、 わ り と 早 い 時 期 に５ 万 人 を 達 成 し て し ま う ので は な い か と 期 待 し て い

め 工 事 を 行 う 。 整 備 場 所 はこ れ か ら 決 め て い く 。 子 ども ・ 家 庭 ・ 地 域 の 子 育 て 機能 の 総 合 支 援 拠 点 と な る 重要 な 施 設 。 任 期 中 の ４ 年 間に は 必 ず 完 成 さ せ た い 。　
■ 学 校 施 設 の 整 備

　
Ｊ Ｒ 荒 川 沖 駅 の 周 辺 で は

区 画 整 理 の 影 響 で 子 ど も が増 え て き て お り 、 本 郷 地 区の 学 校 で 教 室 が 足 り な くな っ て き て い る 。 本 郷 小 学校 で は 、 校 舎 内 の 放 課 後 児童 ク ラ ブ 室 を 普 通 教 室 へ 転用 し 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ の機 能 は 地 区 公 民 館 へ 移 転 する こ と を 考 え て い る 。　
ま た 、 朝 日 中 学 校 も 教 室

数 が 不 足 す る の で 、 別 棟 をプ レ ハ ブ で 建 設 す る こ と を計 画 し て い る 。　
そ の ほ か 、 障 が い の あ る

生 徒 の 精 神 的 ・ 肉 体 的 負 担の 軽 減 を 図 り 、 公 平 な 学 習機 会 を 提 供 す る た め 中 学 校１ 校 に エ レ ベ ー タ ー を 設 置し て バ リ ア フ リ ー 化 を 図る 。 具 体 的 に ど の 学 校 に 整備 す る か は 現 在 策 定 中 の 個別 施 設 計 画 に よ っ て 決 め てい く 。　
そ し て 小 学 校 教 室 等 の Ｌ

Ｅ Ｄ 化 も 進 め て い き た い 。　
■ 総 合 保 健 福 祉 会 館 さ わ

や か セ ン タ ー の 再 整 備　
こ の 施 設 は 町 民 の 健 康 に

係 る 重 要 拠 点 だ が 、 竣 工 から

2 5年 以 上 が 経 過 し 老 朽 化

が 進 ん で い る 。 ま た 、 福 祉避 難 所 と し て 指 定 さ れ て いる に も 関 わ ら ず 自 家 発 電 設備 が 不 十 分 で あ る 。　
そ の た め 、 災 害 時 の 受 け

入 れ が で き る よ う な 改 善 を行 っ て い く 。 設 計 は 完 了 して お り 今 年 度 整 備 を 行 う 。災 害 時 の 避 難 所 な の で 時 間を か け ず に な る べ く 早 期 に整 備 を 完 了 さ せ た い 。　
■ 廃 校 の 利 活 用

　
ま ず は 、 旧 実 穀 小 学 校 を

活 用 し た 地 区 公 民 館 の 整備 。 ３ 月 補 正 で 予 算 を 計 上し 、 事 業 費 を 確 保 し た 。 内閣 府 の 補 助 を 活 用 す る 。 また 、 当 初 計 画 に な か っ た エ

レ ベ ー タ ー を 取 り 付 け る こと と し た 。 そ の 結 果 、 当 初の 予 算 で あ る ３ 億 ５ ０ ０ ０万 円 か ら ３ 億 ９ ０ ０ ０ 万 円に 増 加 し た が 、 補 助 に よ り町 の 負 担 は 減 少 し た 。 誰 もが 使 い や す い 施 設 と な る よう 整 備 を 進 め た い 。　
旧 吉 原 小 学 校 は す で に 地

区 公 民 館 の 整 備 が 終 わ っ てい る が 、 一 部 校 舎 は 利 活 用法 が 決 ま っ て お ら ず 、 活 用し て く れ る 事 業 者 を 募 集 して い る 。　
旧 実 穀 小 も 、 地 区 公 民 館

と し て 利 用 す る の は 新 校 舎の み な の で 、 使 用 し な い 旧校 舎 を ど う す る か が 今 後 の課 題 。 将 来 的 に は 取 り 壊 しを す る し か な い か も し れ ない が 、 民 間 の 方 が 手 を 挙 げて 活 用 し て 下 さ る こ と が 最も 望 ま し い 。　
■ 牛 久 阿 見 イ ン タ ー チ ェ

ン ジ 周 辺 開 発　
現 在 、 圏 央 道 の 県 内 ４ 車

線 化 お よ び 関 連 す る イ ンタ ー チ ェ ン ジ ア ク セ ス 道 路の 整 備 が 進 め ら れ て い る 。圏 央 道 の ４ 車 線 化 が 完 了 すれ ば 牛 久 阿 見 イ ン タ ー チ ェン ジ の 利 便 性 は さ ら に 高 まる だ ろ う 。　
周 辺 の 約
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h aを ど の よ

う に 開 発 し て い く か 。 県 と話 し 合 い を す る と 、 イ ンタ ー チ ェ ン ジ 周 辺 は ま だ まだ 買 い 手 が あ る 状 態 だ と いう 。 ど の よ う な 開 発 の 仕 方が 適 し て い る か は こ れ か ら検 討 す る 。 間 も な く 調 査 結果 が 出 る の で 、 結 果 を 基 にイ ン フ ラ 整 備 や 事 業 手 法 など を 検 討 す る 。　
■ イ ン フ ラ 整 備

　
ま ず は 寺 子 ・ 飯 倉 線 の 整

備 を 推 進 す る 。 荒 川 沖 駅 から 阿 見 東 部 工 業 団 地 へ 向 かう 、 町 を 東 西 に 走 る 重 要 な都 市 計 画 道 路 で 、 あ と １ ・６ ㎞ で 全 線 開 通 す る 。

2 4年

度 ま で に 完 成 さ せ る 。　
町 を 南 北 に 走 る 道 路 「 中

郷 ・ 寺 子 線 」 の 整 備 計 画 を検 討 し て い る 。 霞 ケ 浦 か ら茨 城 大 学 を 通 っ て 牛 久 市 方面 に 向 か う 路 線 の た め 、 整

備 が 進 め ば 利 便 性 が 大 き く向 上 す る だ ろ う 。 ま た 、 既存 の 道 路 や 橋 梁 の 長 寿 命 化計 画 に 基 づ き 整 備 し て いく 。　
さ ら に 、 曙 の 街 区 公 園 の

整 備 も 進 め て い る 。

2 2年 度

に 実 施 設 計 を ま と め 、

2 4年

度 に 完 成 さ せ る 予 定 。 地 域か ら の 要 望 も 非 常 に 高 い 。防 災 面 も 含 め て 良 い 公 園 にし た い 。　
■ 入 札 制 度 へ の 考 え 方

　
公 平 公 正 が 最 も 大 事 。 公

共 工 事 で は 「 安 く て 良 い もの を 」 と い う こ と が 優 先 され が ち だ が 、 単 な る 低 価 格競 争 は 望 ま し く な い と 考 えて い る 。 企 業 は 適 正 な 利 潤を 出 さ な け れ ば 存 続 で き ない 。 安 す ぎ る 価 格 で の 受 注が 続 け ば 、 労 働 者 の 賃 金 低下 や 労 働 災 害 事 故 の 発 生 につ な が る 。 価 格 の 適 正 化 は大 切 だ 。　
入 札 制 度 も 時 代 に 即 し て

変 え て い く 必 要 が あ る 。 ラン ク ご と の 評 点 数 も 、 状 況に よ っ て 変 え て い く 必 要 があ る だ ろ う 。 町 内 業 者 の 育成 も 大 切 な 使 命 。 絶 え ず 見直 し を 行 い 、 建 設 業 の 皆 さま と の 意 見 交 換 も 密 に 行 いた い 。 困 っ た こ と が あ れ ば話 し 合 い に は い つ で も 応 じる 。　
表 彰 制 度 の 創 設 も 、 建 設

業 者 の 技 術 向 上 や 意 欲 向 上に つ な が る の で 検 討 し たい 。 励 み に な る し 業 績 ア ップ の 起 爆 剤 に な る だ ろ う 。表 彰 制 度 に 反 映 で き る よ うな 町 と し て の 基 準 が ま だ でき あ が っ て い な い が 、 将 来的 に は 取 り 入 れ た い と 考 えて い る 。　
■ 建 設 業 へ の メ ッ セ ー ジ

　
研 さ ん を 積 み 、 ど こ に も

負 け な い と い う 技 術 力 を 身に 着 け て ほ し い 。 そ れ が 受注 増 や 会 社 の イ メ ー ジ ア ップ に つ な が る 。　
清 掃 を は じ め と し た 社 会

貢 献 活 動 を い つ も 一 生 懸 命行 っ て い た だ い て お り 、 心か ら 感 謝 申 し 上 げ た い 。 建設 業 界 の 皆 さ ま は 真 面 目 で能 力 の 高 い 事 業 者 ば か り 。こ れ か ら も 町 と 対 話 を 重ね 、 意 見 が あ れ ば ど ん ど ん伝 え て ほ し い 。　
ま た 、 町 は 二 酸 化 炭 素 の

排 出 量 が 県 内 で も 多 い 傾 向に あ る 。 何 が 原 因 か は 調 査中 だ が 、 昨 今 は カ ー ボ ンニ ュ ー ト ラ ル が 世 界 的 な 命題 と な っ て い る 。 環 境 へ の配 慮 に も 取 り 組 ん で い た だき た い 。

　
■ ２ 期 目 就 任 の 抱 負

　 「 未 来 に 責 任 を 持 て る 魅力 あ る ま ち づ く り 」 が １ 期目 か ら の 私 の 政 治 信 念 で あり 、 ２ 期 目 も そ の 信 念 に 基づ い て 町 政 運 営 を し て ま いり た い 。　
ま ず 第 １ に 限 ら れ た 財 源

の 中 で 現 場 を 重 視 し 、 現 場の 状 況 を 確 認 し な が ら 優 先順 位 を つ け て 町 民 に 寄 り添 っ た 施 策 を 効 率 的 ・ 効 果的 に 実 行 し て い く 。　
第 ２ に は 「 持 続 可 能 で 幸

せ な 生 活 が で き る 地 域 づ くり 」 の 推 進 。 一 度 収 め て いた だ い た 税 金 を 地 域 に 戻 して 地 域 の 話 し 合 い で 地 域 の課 題 を 解 決 し て い く 「 地 域予 算 」 の 導 入 が ３ 年 目 を 迎え て い る の で そ れ を 拡 充 する 。 同 時 に 協 働 の ま ち づ くり の 進 化 を 目 指 し て い く 。　
■ 市 制 移 行 へ の 思 い

　
４ 年 前 は ４ 万 ７ ３ ０ ０ 人

だ っ た 町 の 人 口 が 、 昨 年
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月 現 在 で は ４ 万 ９ ０ ０ ０ 人と 約 １ ７ ０ ０ 人 増 加 し て いる 。 市 制 施 行 の た め の 人 口要 件 達 成 も 夢 で は な い 状 況に あ る 。　
人 口 増 の 背 景 に は ま ず 、1 8歳 ま で の 医 療 費 無 料 化 、

病 児 保 育 施 設 の 整 備 な ど 子育 て 支 援 政 策 の 成 果 が あ る

　
こ と し ２ 月 、 無 投 票 で ２ 回 目 の 当 選 が 決 ま っ た 千 葉 繁 阿 見 町 長 。 １ 期 目 の 政 策

公 約 を 全 て 実 現 し 、 町 民 に 寄 り 添 っ た 施 策 が 評 価 さ れ た 結 果 と 言 え る だ ろ う 。 全国 的 に 人 口 減 少 が 進 む 中 、 着 実 に 人 口 増 を 果 た し 、 市 制 施 行 の 人 口 要 件 ５ 万 人 達成 も 夢 で は な く な っ て い る 。 今 期 も 子 育 て 支 援 総 合 セ ン タ ー の 建 設 や 都 市 計 画 道路 寺 子  ・  飯 倉 線 の 整 備 促 進 、 総 合 保 健 福 祉 会 館 の 改 修 な ど 大 型 事 業 が 控 え て い る 。魅 力 あ る ま ち づ く り へ 邁 進 す る 千 葉 町 長 に 、 ２ 期 目 の 展 望 な ど を 聞 い た 。
子 育 て 支 援

セ ンタ ー

の 完 成 果 た す

牛 久 阿 見

I C周 辺 を 開 発

千 葉  繁 （ ち ば ・ し げ る ） 　 1 9 6 3  年 （ 昭 和  3 8  年 ） 2

月  1  日 生 ま れ の  5 9  歳 。 明 治 大 学 大 学 院 修 了 。 昭 和 運

送 ㈱ 代 表 取 締 役 。 町 議 会 議 員 を  3  期 務 め た 後 、 2 0 1 8

年 か ら 現 職 。 趣 味 は 写 真 の 撮 影 。 職 員 の 結 婚 式 で は 自

ら 撮 影 を 担 当 す る こ と も あ る と の こ と 。

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆


